
P-2P-1

2015年9 月25  日発 行

No.30
2015 年 9 月 25 日発行　大島みらい新聞 No.30

いろんな地域のまちづくりを見てみよう
ー長野県木祖村ー
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長野県木祖村にぎわい交流施設
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－Tatton プロジェクトについて

　　　「大島の自然を守る会」に聞きました－
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耕す前の状態

雑草処理
石の除去
耕す作業

種植え

芽生え

雨が多く、水はけの悪さに悩まされる

多くの苗に

花が咲く

コットンの収穫に

　　　参加しませんか？

　　　　　　　　　収穫は 11 月から冬に
　　　　　かけて行います。誰でも自由に
参加できるのでお気軽にご連絡ください。
Tatton 畑でお待ちしております。
　　　　　　　　　　( 代表 小野寺隆太 )

みらいチーム製作の休憩所も設置してあります

夏は日陰で涼しい

雨宿りできて良い

小田の浜近くにおいていた

ものも移動してきました

是非ひと休みしていって下さい！

感想を頂きました！
使ってみた

取り戻すものから新しいものを作っていく形に

　今回は、前回のみらい新聞の富山県氷見市

の朝日山公園の記事に引き続き、8 月のみらい

を考える会の内容の中から、長野県木祖村の

むらづくりについてご紹介いたします。

　信州大学寺内研究室では、2012 年から長野

県木祖村のむらづくりに参加しています。こ

れまでの活動を簡単にご紹介したいと思いま

す。

　長野県木曽郡木祖村は人口 3,000 人程の

中山間地域に属する小さな村です。木曽川源

流の里であり、旧中山道の宿場町として栄え

た藪原宿には往時の風景が残っています。し

かしながら、過疎化・高齢化・空き家といっ

た課題はここでも同じです。私たちは、まず

景観計画策定のお手伝いをすることから活動

を始めました。住民の皆さんからはたくさん

のアイディアを頂きました。それをどのよう

に伝え見せていくかが、景観計画をまとめる

上で最も重要視したところです。

　次に、旧役場跡地利用の計画に携わり、こ

こでは、くらしと観光、住民と旅行者の融合

を目指しました。公民館のようで観光セン

ターのような大きなサロンをつくりました。

この場所の使い方には、今後も関わっていく

予定でいます。また今年度からは、空き家対

策にも本格的に取り組み始めます。

　海と山との違いは大きいですが、豊かな自

然を礎に将来を築いてゆくという点では、大

島も木祖村も同じだと考えています。住民の

皆さんの声に耳を傾け、一人ひとりの声を大

きな力に変えていけるよう、これからも頑張

りたいと思います。

寺内美紀子　（信州大学）

　大島に住所を移して約 1 年半になりました。大島の子どもたちとの活動や教育の機会を、小さいながらも続けさせて頂いて

きました。今回、巻頭文を書かせていただくにあたり、改めて自分自身の思いを言葉にさせていただきます。 

　私が大島で描くみらい像は、「大島のより多くの人が、みらいについて語れる大島」です。それは、諸々の会議のようなと

きももちろんですが、むしろ何気ない日常の中でこそ、と思っています。一人ひとりの思う復興の形や理想は違うかもしれま

せんが、耳を傾け言葉を交わし、共通点や相違点を理解する。そんなやりとりの繰り返しから、各々が大島のみらいを描いて

いければよいのではないか、と思っています。そして、最終的には明るく楽しい大島のみらいをつくりたい。そのために、私

自身ヨソモノとして小さなお手伝いをできればと願うと同時に、一人の島民として、また皆さまや大島のみらいを考える会の

メンバーの人たちとも、しっかりと歩みたいと思っています。まだまだ半端な未熟者ですが、今後ともよろしくお願いします。

（藪原宿にぎわい広場）

（にぎわい交流施設　笑ん館）

　　Tatton プロジェクトの活動を始めた
きっかけを教えてください。

　元々は Tatton 事務局の人から話が来た

のですが、綿花というのは塩分濃度を吸っ

て下げてくれることから、これまで塩害の

あった場所に植えてきたそうです。仙台や

福島などの津波の被害に遭った場所の田ん

ぼに植えて、早く土壌改良して次に違う物

を植えようと最初は始まったようです。今

ではどこに植えても良いようになっていま

す。

　そういった理由で始まったプロジェクト

なので、当初は大島で場所を探すときに、

津波が来たところで貸してくれそうな畑や

田んぼ、さらにその中で今使われていない

場所をわざと選びました。使われていない

場所をわざと選んだ理由は、色々な理由で

畑を耕せない状況で草がぼうぼうになって

いる場所、そういう場所を開拓したいとい

う思いが一つと、塩害があったかどうかま

では分からないが、土壌改良をして持ち主

に返したいという思いからです。

　　「大島の自然を守る会」や他の参加メ
ンバーはどういった人たちでしょうか？

　中心となって活動しているのは、地元の

若い人たちです。年齢は 20 〜 40 歳代の約

10 名と、その他に小学生とその保護者、大

島にずっと来てくれているボランティアの

人たち、Tatton 事務局の人たちなどが手伝っ

てくれています。誰でも自由に参加できま

す。

　子供たちは、小さいときから土に触ると体

に良く、皆で作業をすればコミュニケーショ

ンが生まれます。そういうところも子供た

ちに楽しんでもらいたくて、活動を始めま

した。また、ボランティアさんが震災後か

ら大島に瓦礫を片付けにたくさん来てくれ

ていました。その人たちと一緒に綺麗になっ

た大島の大地に綿花を植え、成長を見に来

る楽しみが出来ればよいな、一緒に新たな

ことを始めたいな、と考えました。

　今までの活動は震災から復興という形で

元に戻すものでした。それを復興から新た

な展開に持っていきたい、取り戻すものか

ら新しいものを作っていきたいと思ってき

ました。それをボランティアの人たちを含

めて色々な人たちとやることで、また次に

来たときの楽しみができる、というような

いろんな意味が重なり、現在、Tatton をやっ

ています。

　   これからの目標はなんでしょうか？

　今、大島には休耕地がたくさんあります。

それを使って大島の新たな産業を作れれば

良いなと思います。最終的にうまくいけば、

大島の綿花のブランドを作りたい。例えば、

アイランド・コットンとか、そういう感じ

で少しでもやりたいなと思っています。個

人宅で植えたことがある人はいるかもしれ

ませんが、今年はまず、コットンが大島に

向いているのか、いないのか、の検討に挑

戦しております。    　　（取材：小松、神田）

次回のみらい新聞では、曽我部先生の大三島

でのしまづくりに関する記事を掲載します。

ごあいさつ～No.30 の発行にあたって～
神田　大樹

（ACTION -Students'Project for3.11- 代表）

長 野 県 木 祖 村 の む ら づ く り に 参 加 して

木祖村でのワークショップの様子

( めざましテレビのHPより引用 )

「Tatton（タットン）プロジェクト」とは、朝の情報番組「めざましテレビ」が、東日本
大震災後の2011年 5月から継続して行っている被災地支援企画です。

【 田 ん ぼ 】 × 【 綿 】
Co t t o nT a n b oT a t t o n＝
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大島で生きる人のここだけのはなし

第 15回

つんと。現役メンバー
インタビュー

小野寺 純香 さん 村上 夏海 さん 小野寺 真 さん
お の で ら お の で ら しんす み か むらかみ なつみ

第２回「大島かぶ」の料理研修会の報告
気仙沼・大島みらい創り協議会 主催

1大島かぶのスープ～カプチーノ仕立て 2大島まるごとパエリア 3 ブルーベリーのムース

橋の向こうを
考える

　和歌山県の南端にある串本町の串本

大島（紀伊大島とも言う）。吉野熊野

国立公園に属するこの島には、1999 年

に「くしもと大橋」が通りました。架

橋から 15 年が経って、人口は約 2,000

人になりましたが、この島はどのよう

に変わってきたのか。大島みらいチー

ムのメンバーで現地視察をしてきまし

たので、その報告を行います。

　この島は、1890 年にトルコ軍艦エル

トゥールル号が遭難した事件でも有名

です。今年はくしくもその事件から

125 周年に当たり、この 9月にはその

記念式典も行われたようです。

　串本大島の経験から、架橋後の大島

について、展望と課題を考えてみたい

と思います。

「架橋から 15 年経った串本大島は、

　　　　　　　　　　その後どう変わったのか」

日時 ： 2015 年 10 月 25 日 （日）

　　　　　　13 ： 30 ～ 15 ： 30

場所 ： 大島開発総合センター 2 階

共催 ： 気仙沼大島みらいチーム

　　　　 大島地区自治会連絡協議

第 2 7 回 大 島 の み ら い を 考 え る 会

参加
無料

予約
不要

誰 で も お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い

企画・制作・発行

編集長

協　力

写真・デザイン

お問い合わせ

気仙沼大島みらいチーム

長峯純一 (関西学院大学 )

大島地区自治会連絡協議会

気仙沼みらい計画大島チーム

小松昌平、神田貴之、北岡佑太、有田一乃、

城間リカルド、石井佑果、千々松海図

小松昌平

Mail:koma.vb@gmail.com
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休憩所の製作で余った竹を

使って龍のプランターを製作しました。

ご自宅の庭先や空き地に

プランターを置いてくださる方を探しています。

連絡先：080-3107-0692( 小松昌平 )

龍の里 親 募 集 中 ! !

スープの元になるのはニンニク、タマネギ、

セロリ、味付けはコンソメ。パセリの葉、

ベーコンと一緒に炒めてミキサーに。裏ご

しして最後に温めた牛乳を泡立てて、表面

を覆います。牛乳味のかぶのスープです。

最後まで手を抜かないスープです。

【これは大島カリーやパエリアにも合いま

す。子供からお年寄りまで喜んで食べそう

です。難しくないのでぜひ広めたいです。】

大島産のホヤ、ホタテ、ムール貝、そして

大島かぶ。これらと、タマネギ、鶏肉、ミ

ニトマト、ニンニクを炒め、さらに油がな

じんだ生米を加えて、魚介を入れて炒めま

す。パエリアは米がベタベタしない硬い状

態で食べるのが普通のようです。イタリア

ンパセリをふりかけると、色合いが良くな

ります。

【大島の魚介が入り、大島らしいパエリア

です。ホヤが味を引き立ててくれると初め

て分かりました。もっと大島かぶやホヤを

使って美味くて大島らしい料理ができると

思います。】

現実を知るほど復興ということが分からなくなりま

す。一番足りないのは笑顔だと思います。笑顔だっ

た人も震災の影響で心にダメージがあって笑えなく

なっているように思います。

　なんていうか、復興まで感じられないという感じで

す。観光客にも言われたりしますね。ちゃんと前みた

いに綺麗に戻してほしい。震災の前のようになるには、

まだまだ時間がかかるのでないかと思います。

ー島外から来た人にして欲しいことはあります
か？
　大島に来て、見て、色んな人と話してくれるだけ

ですごく嬉しいです。

　できれば一回来て終わりではなくて、何回か来て

どれだけ復興が進んでいるかを実感してほしいです。

　それと大島の写真を撮ってほしいです。亀山に登っ

て撮ってもらったり、小田の浜や、フェリーからの

写真もすごく綺麗ですよ。

ー「つんと。」のこれからの活動について、考え
ていることを教えてください。
　まだ集まる機会がありませんが、これまでのゴミ

拾いの活動も継続したいですね。夏休みに大島を回

ー震災によって変わったことを教えてください。
　海の見方が変わりました。震災前は普通に海に行っ

て楽しんで帰ってきたりしていましたが、震災後に

小田の浜を見た瞬間、別世界のように感じました。

ー復興しているなって、感じていますか？
　復興というのは、言葉だけなら簡単に表せますが、

るスタンプラリーなど、大島に来た人たちが楽しめ

る活動も考えています。

ー大島に対して、これから「つんと。」メンバー
としてどんなアプローチをしていきたいです
か？
　私は大島を忘れてほしくないので、人とつながっ

てどんどん情報を発信していきたいです。大島の震

災直後や今の状況とか、 今後、災害が起きた時に私

たちの経験を生かしてほしいです。

　以前は大島のことをあまり好きではなかったです

が、先輩が楽しそうにこういう活動をやりたいって

たくさん言っているのを見て、大島の住人として

ちゃんと考えないといけないと思いました。なので、

もっと自分の考えていることを「つんと。」のメンバー

とか他の人にもちゃんと伝えられるようになって、

大島を色んな人に知ってもらいたいです。

　大島の人はみんな優しいということを知ってほし

いです。知らない人でも、島ですれ違った人とは何

気ない会話ができます。

ー「つんと。」の皆さん、貴重なお話をありがとうご
ざいました。

大島産のブルーベリーをミキサーでピュー

レして裏ごしします。これにグラニュー糖、

板ゼラチン、生クリーム、ブルーベリーの

リキュールでムースを作り、市販のスポン

ジにかけ、表面に甘いソースをかけます。

【大島の果実をもっと食べたい。次はイチ

ジク料理を学びたいです。】

　8 月 24 日 ( 月 ) の 12 時から、民宿「みかみ」で表題の研修会が開催され、27 名の参加がありました。

講師は「ホテルレオパレス仙台」の瀬戸正彦料理長と、助手としてお父さんが大島出身の野口直人さん

です。様々な大島かぶの料理を学び、家庭や観光施設で地産地費を推進し、豊かな島にしましょう。レ

シピの要望や次回の日程の問い合わせは、小野寺佑紀（080-1838-2741）までお願いします。今回の

研修会で学んだのは以下の三品です。

（取材：古永家、石井、有田）

大島のことを色んな人に知ってもらいたい


